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クロモグリク酸ナトリウム (SCG) は， 1967年に登場した新しい作用機作に基づく予防的抗端息薬




抗端息作用との寧離の原因を明らかにするために， SCGの実験的 I 型アレルギ一反応に対する作用を
他の SCGタイプの抗アレルギー剤と詳細に比較検討すると共に， ヒト肺の肥満細胞における I 型アレ






SCGはラットにおける IgE 介在性 I 型アレルギ一反応〔受動皮膚アナフィラキシー (PCA) 反厄、
アナフィラキシー性気道収縮反応及び腹腔肥満細胞ヒスタミン遊離反応〕に対して非経口的投与により
明らかな抑制作用を示した。しかし，モルモットにおける I 型アレルギ一反応 (PCA反応，全身アナ
フィラキシ一反応及び，肺ヒスタミン遊離反応)に対しては全く無効であった。 SCGタイプの抗アレ





肺肥満細胞における I 型アレルギ一反応である IgE 介在性ヒスタミン遊離反応に対する作用を検討した
ところ， SCG及びSCGタイプの薬物の効果はラット腹腔肥満細胞ヒスタミン遊離反応に対する抑制
作用よりも明らかに弱いものであった。従って， SCGタイプの薬物のラットにおける I 型アレルギ一
反応抑制作用とヒトでの抗端息作用との事離の原因の一つは種差によることが示唆された。又， SCG 
のヒト肺肥満細胞ヒスタミン遊離に対する抑制作用が弱いことは， SCGの抗端息作用が単に I 型アレ
ルギ一反応の抑制のみによるものかどうかを疑わせるものであった。但し， ヒスタミン遊離と同時に検
討したヒト肺肥満細胞PGD 2遊離に対する SCGの抑制作用は，他の SCGタイプの抗アレルギー剤
のそれよりも特異的に強力であり， SCGの作用機作を明らかにする上で、の今後の検討課題のーっと思
われた。尚，ラット I 型アレルギ一反応の中でも IgG 介在性のアレルギ一反応に対する SCGの抑制
作用は非常に弱いものであったが， SCGの無効な患者血清中に肥満細胞固着性の IgG が証明されて
いることと一致するものと思われ，今後の抗アレルギー剤のスクリーニング時には留意すべき事と思わ
れた。





















息に対しては有用であると思われた。更に， F R50948は SCG及びロドキサマイドの効果の弱い IgG
介在性のPCA反応にも明らかな抑制作用を示し，その作用はより広範なものと考えられ，臨床効果と
の相関性に興味が持たれる。
論文の審査結果の要旨
本論文はクロモグリク酸ナトリウムを中心に新抗アレルギー薬の作用機構につき研究を行い，従来考
えられていた抗瑞息作用の機構以外にE型アレルギ一反応に対する作用も関与していることを示したも
ので，薬学博士の称号を授与するに値するものである。
A斗&
